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　前報 ま で に 長 崎県 の 畑 麦 作 の 雑 草：を 広 く観 察 し て ，主

な種類が ヤ エ ム グラ とフ ラ サ バ ソ ウ つ い で ハ コ ベ や ス ズ

メ ノ テ ッ ボ ウで あ る こ とを指摘
1’2）す る と共 に ， 畑作 と水

田 裏作 の 比 較
2）を行 っ た。本報 で は 冬作 の 野 菜 お よ び 飼

料畑 の 雑草 を調 査 し，麦畑 と比 較 した 結果 を報告す る。

　 そ の た め，まず，従 来 か ら行 っ て き た 比 較的 早期 の 観察

に よ る 雑草 の 多少 が ，最終的な 雑草量 と ど の 程度の 相関

を もつ か を検討 した．

　　　　　　　　 材料 および方法

　 1，観 察 に よ る雑 草 の 多少 と最 終 的 な 雑 草 量 との 関 係

　1982年 播種 の 二 条大麦 を 供試 し た 雑草 景 と 大麦収 景

の 関 係 を 明 ら か に す る 試験 に お い て ，2 月 10 日 と 4月 1

口の 2 同 現 地 調 査 と同様 に 観 察 に よ っ て ， 全 区 の 雑 草の

多少 を無〜甚 に 分級 ・記録 した、，最終的な 雑草慧 は 4 月

28 日， 雑草 の 落実開 始 直前 の 雑 苧1風 乾 壷 で あ る e 主 な 雑

草 は ヤエ ム グ ラ
・フ ラ サバ ソ ウ ・ナ ズ ナ ・オオ イ ヌ ノ フ

グ リお よ び ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ で ，夏 雑 草の タ デ 類 と メ ヒ

シ バ は 小 さい 時 期 で ， また量 も少な い の で 調査 か ら除 い て

あ る、なお 試 験 成 績 は 別 に 報 告 す る 予 定 で あ る。

　 2 ．冬作野菜 お よび 飼料畑 の 雑草調査

　調 査地域 ；主 な冬野 菜 の ま と ま っ た産 地 を選 ん だ 。 熊

本 県 天 苧：郡苓北 町以 外 は す べ て 長崎県で あ る。

　調査 時期 11984 年 1 月 13 日 か ら 1司年 4 月 8 目 ま で 。

　調 査 方 法 ：上 記地 域内の 調査 対象作物 の 畑 の 雑草の 種

類 ・多少 等 を 観察 ・記 録 し た、、

　 そ の 他 二関係機関の 資料 を適官利用 した ほか ，　 ．
部 は

聴取 り を 行 っ た。

　麦畑 の 雑 草 調 査 U979 年 か ら 1982 年 の 2 月 か ら 5 月

に か け て，県 内 8お よ び熊 本 県令 北 町 の 計 9地 点 で ， 上

記 とほ ぼ同 様 な方 法 で 行 っ た 調 査 の 結 果 を，そ の ま ま 利

用 した 。

　　　　　　　　 結果および考察

　 L 観察 に よる雑草の 多少 と最終的な雑草量 との 関係

　第 1 図で は 6 処 理 4 反 復 ，計 24 の 区 を その ま まプ ロ ッ

ト し た 結果 を 示 し た。2 月 1〔｝凵 お よ び 4 月 1 目 い ず れ の

観 察 成績 も，最 終 的 な雑 草 量 と高い 相関 を示 して い る。

　 こ の 試験 で は 観 察 後 雑 草防 除 作 業 を
一

切 お こ な っ て い

な い の で ，高い 相関が 得 ら れ た の は 当然 で あ る 。 現場 の

圃 場 で 選 択性 除草 剤の 茎葉処理 ・中耕培土ある い は 手取

り除草な ど の 雑草防除作業が 行わ れ れ ば ， 上 記 の よ うな

高 い 相関が 得 られ な い こ と は い うま で もな い 。第 1 〜4

表 に 示 す調 査 結 果 は調 査 時 点 で の 雑 草 量 で あ っ て ，第 2

表の ニ ン ニ ク と タ マ ネギ の よ う な生 育中期 の 作物で は 雑

草 防 除 作 業 に よ っ て ，ま た イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス で は 刈

取作業 に よ一
丿 て ， 雑 草 が 減 少 す る こ とが 考 え ら れ る。

　 2 ．野菜および 飼料畑の 雑草調査

　前報
2〕で 畑 お よ び水 田裏 の 麦圃 の 雑草 を，畑 ・田 畑 お よ

び水 田 裏 の 3 グ ル ・一プ に 分類 した 。 今回 も優 占種 と して

出現 す る 主 な 雑 草 を 同様 に 分類 し，調 査 地 域 の
一致 す る

麦畑 と比 較 した の が第 1表 で あ る。
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第 1図　観察 に よ る雑草の 多少 と最終的な風乾重（1983）

昭 和 59年 5 月 10 日　第 61 回講 演 会 で発 表

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

1

第 1 表　優 占種 と し て の 出現度数（地域の
一
致する麦畑 との 比較）
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注 ）記 入 の な い 欄 は O で あ る 。

第 2 表　 雑草 の 多少別燗 の 枚 数

酌
作 　　物

（マ ル チ ）
地 　 　域

作 物 あ
生　 　育
ス テ

ー
ジ

雑 草 の 多 少 　 （枚 ） 備 　 　 　 　考

（主 な除草剤 ）

調査

月 日 無　 微 　少　 中　 多　 甚
計

1
　　
2

ニ ン ジ ン
大 村 市 富 原

諌 早 市 牧 野

2．52
．15

収 穫 中
224078 ，2

　 　 25614349

ト レ フ ァ ノ サ イ ド

。リ ニ ュ ロ ン

3
　　
4

ハ ナ ヤ サ イ
南 高 深 江 町

　 同　吾妻 町

1，13220同 前〜中

収 穫 中

25

ユ5 、
38 ユ

2132623236

トレ フ ァ ノサ イ ド

5 ニ ン ニ ク 壱岐 郷 ノ 浦 町 3 ．26 生育 中期
　 爿
13i5
　 121122

同 ヒ。
リ ニ ュ ロ ン 。

CAT

6 レ タ ス （黒 ） 天 草 苓 北 田∫ 122． 収 穫 中 1i3 318 トレ フ ァ ノ サ イ ド

7
　　
8

タ マ ネ ギ

　 （黒）

諌 早 市長 田

南高南串 山町

2、192
．15

生 育 中 期
4218892 15129 リ ニ ュ ロ ン ・

トレ フ ァ

ノ サイ ド・CIPC

計 17651111   193 跚

910イ タ リア ン

ラ イ グ ラ ス

南 高 吾 妻 町

南 高 有 明 町

3．104
．8

刈 取 中
ユ3106821112220

計 231431142

注） 記人の な い 欄は   で ある 。

　野菜畑 で は 「雑草無」 と 評価 さ れ た 畑 が 麦畑 に く らべ

て 著 し く多 い の は ， 管理 の 良 好 な こ と が一
因で あ ろ う。

出現 す る 雑 草 の 種類 は 全 般 に 麦 畑 の 場合 と 同 じ で あ る

が ，量 の 多少 に は 顕著な 違 い が あ る。吾妻町 の ハ ナ ヤ サ

イ （ブ ロ ッ コ リ
ー

を 含む ） と苓北 町 の レ タ ス
・kMに ハ コ ベ

が ，ま た 苓北 町 の レ タ ス 畑 に ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ が 麦畑 に

比 べ て 著 し く多 い 。また 逆 に 深 江 町 の ハ ナ ヤ サ イ，苓 北

町 の レ タ ス で は フ ラサ バ ソ ウが ， また苓北町 を除 く 4地

域 で ヤ エ ム グ ラ が 著 し く少 な い こ と が 注目さ れ る。ま た
．

前報で
「．
水 田裏の 雑草」 と し た ノ ミ ノ フ ス マ ・タ ネ ツ ケ

バ ナ お よ び ミ チ ヤ ナ ギ
．
は ， 他 の 調 査 地 域 も 含 め今 回 もほ

と ん ど，ま た カ ズ ノ コ グ サ は 全 く 出現 し な か っ た 。

　調 査 した全 圃場 の 雑草の 多少 を 第 2 表 に 示 した。作 物

の 種 類 と地 域 に よっ て違 い が あ る が，こ の 表 に お い て も

全 般 に 雑 草 の 駐は 少 な く，野 菜 畑 270 枚中 「雑草無」176

枚 65％，「微」51枚 19％，計 226 枚 84％ に 達 した。しか

し 「雑草多〜甚」 の 評価 を受 け た畑 も 22棟 8％ あ っ て ，

そ の 多 くは ニ ン ジ ン ・ハ ナ ヤ サ イ ・レ タ ス 畑 で あ っ た 。
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　 そ して こ の 「甚〜多 」の 場 合 の 優 占雑 草 の 種 類 を前報
2｝

の 麦畑の 場合 と比較 した の が 第 3表で あ る。こ の 表で は

調 査 地 域 の 相違 を無視 し て い る が ，麦畑の 重 要 な 雑草が

ヤ エ ム グ ラ ・
フ ラ サ バ ソ ウ ・ス ズ メ ノ テ ッ ホ ウ な どで あ

る の に 対 し て，野 菜 畑 で は ハ コ ベ ・フ ラ サ バ ソ ウ ・ナ ズ

ナ ・ス ズ メ ノ カ タ ビ ラな どで あ っ た。

　第 2 表の レ タ ス と タ マ ネ ギ は すべ て 黒 色 フ イ ル ム マ ル

チ を利 用 し た栽 培 で あ る 。こ れ ら の 調査 地域内の 無 マ ル

チ 栽培の タ マ ネ ギ と，逆 に 壱 岐郡郷 ノ浦町 の 黒 色マ ル チ

栽 培の ニ ン ニ ク は
，

い ずれ も点数が 少 な い の で，取 り ま

と めの 段階で 除 い て あ る。黒色マ ル チ 栽培 の 場合 ， 雑 草

は 畦 間 の マ ル チ の な い 部 分 や 植 え穴 等 に 生 じ た もの で，

作物 との 競 合 は 少 な い と考え られ る。し か し聴取 りに よ

る と，天 草郡苓北 町 の ご く平 坦 な畑 で は ，畦 問 に 繁 茂 し

第 3 表　雑草 ・多〜甚の 場合の 優 占種

雑 草の 多少 多 甚 計

種 類 野菜 　 〔麦 ） 野 菜 （麦） 野 莫 （麦 ）

フ ラ
．
ナベ ソ ウ 4　 〔6 ） （3 ） 4 （9 ）

ハ 　　　コ　　　
ハミ 8 2 1〔1

カ ラ ス ム ギ 〔1 ） （n
ナ　　ズ 　　ナ
．．．

3 3

ヤ エ ム グ ラ 1　 （5 ） 〔2） 1 〔7 〕

スズメノテツポウ 11 　 〔！） 〔2〕 1 （3 ）

スズメ功 タヒ引
　 　 　 　 　 　 ミ

2 1 3 　 一一一．一
そ 　 の 　 他．一一一 〔1 ） 1ヨ （1 ）一

　　　言十 19　 （14） 3 （7）｝22 （21）

第 4 表　主 な雑草の 重要 度

Na
作 　　　物

（マ ル チ ）

播

理
定

填

ナ　 ハ 　 ス 　 ホ　 オ 　 ス　 ヤ　 フ　 　 　 　 　
　 　 ズ　 　 　 フ　 ズ　 　 　 ＿
　 　 メ　　ト　 ン 　メ　エ 　

フ

　　・
ケ ζイ 。

サ
ズ　 コ

　 　 カ　　　　ミ　ア 　　　バ

室
フ

ク

サ

ガ
月
／ 各

・ノ

嶽 グ ・ ラ

旬 ナ　 ベ 　 ラ　 ザ 　 サ 　 ウ　 ラ　 ウ
シ

1 7 滑　　肝　　十卜　　　　 一 一
ニ ン ジ ン

2 〜8 →十　　→十　 　十
『

3 十　 十　　　　 1　　　　　　　　
よ 亠

ハ ナ ヤ サ イ 9
4 ÷　 柵 　　　　＋　　　

．
覗　　＋

． 一

5 ニ ン ニ ク 9〆
．
ト 廿　

．
｝　 ＋　 ＋　 　 　 升 　 ＋ト

6 レ タ ス （黒 ） 10 十 　 十 　 卅 　
一
　　　　　　 十　 十 升

7 タ マ ネ ギ 十 　 十　 十 　 十　　　　　　　　　
［ 一

11
8 （黒） 十　　　　　　 十　 升 一

9 イ タ リア ン 10 十 　 　1十　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十
一

10 ラ イ グラ ス 〜11 十 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 十 十

濁 　 空欄 は ± を示 す、地 点名 は 第 2 表 と同 じ。

た 雑草 は 表面水の 排除 や ， 畦 問 潅漑 の 水 の 流 れ の 障害に

な る との こ とで あっ た。

　 第 4 表 は 主 な 草種 の 各種 冬 野 菜 お よ び イ タ リア ン ラ

イ グ ラ ス 畑 で の 重 要 度 を 結論 的 に 示 し た も の で あ る

が ， 長 崎総 農林試 ・小 川 勉氏 に 教 えて い ただ い て ， 播 種

　（定植）期 の 早い 種 類 か ら遅 い 種 類 へ と配列 し て ある。

　 麦畑 の 重 要 雑 草 は 既 報
1’2）

の と お り ヤ エ ム グ ラ と フ ラ

サ バ ソ ウ つ い で ハ コ ベ ・ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ な どで あ る が，
．
野 菜畑 で は ハ コ ベ ・ナ ズ ナ ・

ス ズ メ ノ カ タ ピ ラ ・フ ラ サ

パ ソ ウ つ い で ヤ エ ム グラ ・ホ トケ ノ ザ な どで あ っ た 。

　 ナ ズナ ・ハ コ ベ な ど は播種期 の 比 較的早い 場合 に ，ま

た ヤ エ ム グ ラ と フ ラ サ バ ソ ウ は 遅 い 場 合 に 多 い 傾 向 が う

か が え るが ， 詳 細 は実験 的 な研究 に また ね ば な ら な い 。

　 飼 料 作 物
・．
イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス 畑 は 点数 が 少 な い が ，

雑草 は 野 菜畑 よ りさ ら に 少 なか っ た、こ れ は作物の 著 し

い 繁茂 と刈取 りに よ る と こ ろ が 人 き い と考 え られ る。軍：

的 に 多 い 雑草 は ハ コ ベ と フ ラ サ バ ソ ウ で あ っ た 。

　 第 4表 に 示 し た ア ブ ラ ナ 科 の 帰化雑草 カ ラ ク サ ガ ラ

シ 陽 ま，天 申：郡 苓北町 で や や 多 く，深 江 と有 明 町 で も認 め

られ た。こ の 雑 草 は特有 の 悪 臭が あ り， 飼料 に 混入 し た

もの を 牛が 摂食 す る と 牛乳 に 悪 臭が つ く と さ れ て い る。

今 回 の 調 査 中の 聴 取 に よ る と ， そ の た め か っ て 苓北町で

は タ ン ク 杯 の 牛乳 を廃棄 し た 苦 い 経験 を もっ て い た。

　　　　　　　　　　摘　　 要

　 冬作 野 菜 5種 8地 域，飼 料作 物 イ タ リア ン ラ イグ ラ ス

2 地 域 の 畑 雑草 を調 査 し，最近 数年 の 麦畑 の 観察結果 と

…比 較 して 次 の 結果 を得 た 。

i　 、。冬働 躾 お よ び イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ 瑚 の 騨

の 種類 は ， 麦 畑 の 雑 草種 類 とお お む ね
一

致 した。

　 2．野 菜 畑 で 量 的 に 多い 種類 は，ハ コ ベ ・
ナ ズナ

・ス

ズ メ ノカ タ ビ ラ ・フ ラ サ バ ソ ウ つ い で ヤ エ ム グ ラ ・ホ ト

」
ケ ノ ザ な どで ，麦 畑 の ヤ エ ム グ ラ ・

フ ラサ バ ソ ウ ・ハ コ

ベ ・ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ と い う順位 と は 異な っ た ．

　 3．ア ブ ラ ナ科 の 帰化 雑 草 で ， 飼料 に混 じ っ て 牛乳 に

E 悪 臭 を 与 え る カ ラ ク サ ガ ラ シ が 3 地 域 で 観 察 さ れ た。
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